
 情報レポート 平成 29年 4月分  

（平成 29年 5月 11日集計） 

Ⅰ．概 況 

内閣府が 4 月 20 日に公表した月例経済報告で、「景気は、一部に改善の遅れもみら

れるが、緩やかな回復基調が続いている。先行きについては、雇用・所得環境の改善

が続くなかで、各種政策の効果もあって、緩やかに回復していくことが期待される。

ただし、海外経済の不確実性や金融資本市場の変動の影響に留意する必要がある。」と

している。 

一方県内中小企業では、出版・印刷、一般機器では売上高に改善が見られたが、商

店街、サービス業では、4 月は雨が多く売上高が落ち込んだという声が多く聴かれた。

また、原油高や人手不足によるコスト負担が増加しており、県内中小企業の経営環境

は依然として厳しい状況が続いている。 

 

Ⅱ．業種別状況等 

＜製造業＞ 

① 食料品 

4月は天候も良く、昨年を少し上回った。連休の天候予想も良好との予報もあり、出

荷数がようやく活発になる。 

 

② 繊維・同製品 

平成 29年 1月より前年同月比で約 30％の減少が続いている。先行きの状況について

も不透明であり、厳しい状況である。 

 

③ 印刷 

4月前半は活発な動きもあったが、後半は止まってしまった。昨年同月よりも仕事量

は増えているが、用紙の値上げ、印刷通販の顧客への浸透による価格破壊等が足かせ

となり、利益が上がらない状況である。また、今後の懸念材料として、宅配便業者の

配送料の値上げ、時間指定の短縮による納期への圧迫等が経営上危惧されるところで

ある。 

 

④ 鉄鋼・金属 

4月度の売上高は、前月比は減少しているものの、前年同月比は増加しています。収

益状況は前月比、前年同月比とも悪化しています。景況感は組合員によって差があり、

全体としては不変です。 

 

⑤ 電気機器 

4月の日本国内の自動車販売台数は、前年同月比 9.2％増と 6か月連続でプラスとな

った。前年度の燃費不正問題の影響で実績が低かったこともあり、軽自動車の販売は、

16.5％増と大幅に伸びた。米国は、前年比 4.7％減と 4か月連続前年割れした。 

 

 



⑥ その他 

 景気の良い企業もあるが、業界全体ではこの 1年で景況は少し悪い。 

 

＜非製造業＞ 

⑦ 卸売業 

当業界と縁深い住宅着工件数も伸びて来てはいるが、大型プロショップの展開、ネ

ット通販の拡大等杞憂される問題も多く、販売小売店の容積が減少気味である。 

 

⑧ 小売業 

業種によってバラツキがあるものの特に飲食を中心にして人手不足が目立つ。固定

費増加につながり、利益の圧迫が今後、懸念される。物販の売上は引き続き厳しい状

況にあり、物販ゾーンの空店舗は埋まらない事態となっている。ゴールデンウィーク

商戦だが、周辺の大型商業施設の大型リニューアルが実施されており、その影響が心

配される。 

 

⑨ 商店街 

4月の売上は雨の日も多く、あと一歩のところで届かなかった様です。来月から値上

げになる商品も多く、中々厳しい状況です。この節約ムードの中、何か消費を促す景

気対策が欲しいものです。 

 

⑩ サービス業 

求人を出しても応募してくれる人が少なく、困っているという声をよく聞きます。 

 

⑪ 建設業 

事業所により格差がある。年度末までは毎年忙しい。年度越えの物件や民間工事は

忙しい状況にある。しかし、全体的に見れば予算決定までは停滞気味となる。 

 

⑫ その他 

新年度の流れとして特段、大きな変化は見受けられない。一方で 3 月に多く実施さ

れた官公庁系の得意先などでは、予算の削減による単価の低下が見受けられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 景気動向（前年同月比）の推移 （ＤＩ図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】 

兵庫県中小企業団体中央会  

担当：情報・総務部 情報支援課   

TEL: 078-331-2045 

 

【全国版の月次景況調査について】 

全国中小企業団体中央会が毎月 20日頃に公表しています。 

詳細は下記 URLをご覧ください。 

http://www.chuokai.or.jp/keizai.aspx 

http://www.chuokai.or.jp/keizai.aspx

